
ストップ再処理！百万人署名 の要請 

 

私たちは、六ヶ所再処理工場をはじめとする、下北半島に展開している核燃サイクル政策に関わる原

子力施設の計画・建設・操業に反対している。その主な理由は①六ヶ所再処理工場の意義が既に失われ

ていること②世界初のフルＭＯＸ大間原発を軽水炉原発の運転経験がない電源開発が手掛けるのは無謀

であること③むつ使用済燃料貯蔵施設から５０年後に搬出する保証がない等の理由にあります。 

六ヶ所再処理工場は、平常時の運転でも多量の放射能を垂れ流し、また抽出したプルトニウムは、国

際原子力機関（ＩＡＥＡ）も「２週間ほどで核兵器に転用可能」と認めています。日本のプルトニウム

の大量保有は海外からは核拡散の問題であるととらえられています。そして同時に取り出される回収ウ

ランは使い道がない事や、重大事故への対処は通常の原発以上に困難であり、周辺住民の避難さえ下北

半島の地理的条件や自然条件によって大きな困難に直面することが懸念されています。六ヶ所再処理工

場は、1997 年完工予定であったが、今現在も完工にいたらず、その間に建設費も 7600 億円から約 3 兆

円にまで膨れ上がっています。現在総事業費も 14兆円という巨額な費用が見積もられていますが、それ

で済む保証はなく、その料金は私たちの電力料金などから支払われています。何より巨額の投資に見合

うほどの恩恵があるとは思えません。核燃料サイクルが破綻しているいま、六ヶ所再処理工場の存在意

義は失われています。 

大間原発はプルサーマル燃料を大量に消費することが期待されていますが、ＭＯＸ燃料は制御が難し

く、事故時の被害が深刻なものになることが指摘されています。さらに、使用済ＭＯＸ燃料は長期に渡

る冷却が必要となるなど問題が多い。現在、使用済ＭＯＸ燃料も再処理することが方針として示されて

いますが、具体的計画はありません。むつ市にある使用済燃料貯蔵施設は、貯蔵期間５０年までに再処

理工場に搬出することを約束していますが、六ヶ所再処理工場の後の第二再処理工場の具体的計画はま

ったくなく、そのまま留め置かれ核のごみ捨て場となる可能性が高い。 

核燃料サイクル施設や原発が集中立地する下北半島は、原子力政策の矛盾と破綻が象徴的に表れてい

ます。原発は「廃炉の時代」に入り、核燃料サイクルはいたるところでほころび、まともにサイクルで

きずに破綻の現状を見せています。そのような中で安倍自公政権は、エネルギー基本計画を打ち出し、

原発・核燃料サイクルの推進に躍起になっています。その流れは、来年の第 6次エネルギー基本計画に

引き継がれようとしています。しかし、いまこそ原子力政策・核燃料サイクル政策の根本的転換が求め

られています。 

私たちは、六ヶ所再処理工場とＭＯＸ加工工場、大間フルＭＯＸ原発、むつ使用済燃料の計画・建設・

運転の中止を求め、行き詰る原子力政策、中でも核燃料サイクルの破綻実態を明らかにする「ストップ

再処理！１００万人署名」を提起し、全国展開することにしました。 

全国各地、各団体、市民の皆様の御協力をお願いします。 

 

注）＊ＭＯＸ ウラン・プルトニウム混合酸化物。 

＊プルサーマル ＭＯＸ燃料を、現在の原子力発電所で利用すること。 
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